
令和 7年 3月 1日 

 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名・・・グループホームひさご苑 

会議開催日・・・令和 7年 2月 27日 

参加者 

 介護保険課 様 

    包括支援センター 欠席 

    民生委員 様 

    町内会長  欠席 

    比津交番所長 様 

    Ｆ様 欠席 

    生馬公民館館長 様 

    みのり保育園 園長様 

    ひさご苑職員 ２名 

 

・利用状況について 

 １F・・・男性０人、女性８人 

 年齢 １０１歳（１人）９３歳（１人）９０歳（２人）８８歳（１人） 

８５歳（１人）８０歳（１人）７８歳（１人） 

 平均年齢・・・８８歳 

 介護度 介護１（２人）介護２（３人）介護３（３人）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

 認知症高齢者の日常生活自立度 

 Ⅱｂ（８人） 

２F・・・男性０人、女性８人 

 年齢 ９３歳（１人）９２歳（１人）９０歳（１人）８９歳（２人） 

    ８６歳（１人）８４歳（１人）８１歳（１人） 

 平均年齢・・・８８歳 

 介護度 介護２（１人）介護３（７人） 

 認知症高齢者の日常生活自立度 

 Ⅱa（１人）Ⅱｂ（４人）Ⅲａ（２人）Ⅲｂ（１人） 

 最高年齢１０１歳   最下年齢７８歳 

 

 

 



・入退所について 

１F・２F：なし 

 

・主な活動内容（１月～２月） 

１月１２日 1F：T様 誕生日 

１月２１日 1F：K様 誕生日 

１月２２日 1F 初詣 佐田神社 

１月２４日 節分豆まき 

２月１４日 2F：H様 誕生日 

２月２１日 2F レクリエーション（たこ焼きパーティー） 

 

・ヒヤリハットの報告 

1F 4件 2F 5件 

・事故報告書の報告 

1F：1件 2F 0件 

 

・身体拘束等の適正化の為の対策検討 

ひさご苑の身体拘束の状況報告 

 

・苦情受付対応 2F：1件 

 

・意見・質問 

介護保険課 

・苦情対策についてはしっかりと職員間で共有して今後に活かしてもらえたらと思う。 

 

比津交番 

Q.苦情に関する事故についてはきちんと事実を伝えているか？ 

A.事実を伝えているが、説明の仕方や言葉のニュアンスでご家族が不快に思われたかもし

れない。 

Q.身体拘束適正化の所で、ベッド柵の高さはどのくらいあるのか？ 

A.一般的な医療用のベッド柵程度の高さだと思うが、高齢者が容易に乗り越えられる高さ

ではないので、都度対応を見直しながらその上で安全が確保でき、必要がなくなれば柵は早

急に取り外すように検討する。 

 

 

 



生馬公民館 

Q.足元センサーの役割は何か？ 

A.転倒リスクの高い入居者の安全の確保 

・苦情の件で、面会時やお手紙等でご本人さんのいいところも意識的に多く伝えてみてもい

かもしれない。 

 

民生委員 

・年を重ねて施設入所されても人と人との関わりが希薄にならないようにしていってほし

い。 

 

みのり保育園 

・苦情対応の件で、保育園でも保護者との関わり方が難しい場面が多々ある。一度発してし

まった言葉は戻せないので言葉の大切さを日々実感している。 


